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突発天体とは、ときに数秒という時間スケールで増光する天体であり、その一つが重力波源である。重力波天
文学において、そのような重力波源を重力波望遠鏡の数百平方度に及ぶ広大な位置決定領域から素早く発見して
電磁波で追って観測することが求められている。重力波源は銀河に付随する可能性が高いため、重力波到来方向
の位置決定領域内にある銀河を網羅的に観測することで突発的に増光した重力波源天体の発見を目指す中、従来
は得られた銀河の画像中の突発天体の有無を重力波発生前後の異なる望遠鏡画像間の差分画像で調べる運用をし
てきた。しかし、この差分画像を用いる手法では、二つの望遠鏡間で光学系が異なり点源の引き残しが発生する
と引き残った突発天体を検出できないため、人の目による突発天体の有無の確認が必要とされてきた。東京工業
大学河合研究室が運用する可視光望遠鏡MITSuMEは、重力波の電磁波追跡観測ネットワーク J-GEMに参加し
ており、LIGO/VirgoのO4期間の観測が 2022年 12月に控えているため、この期間でのより効率的な重力波対
応天体の発見を目標とする。
本研究では、星像の複雑な形状を自動的に認識することを期待して、深層学習により突発天体識別器を作成し、

MITSuMEの自動観測システムに組み込んだ。深層学習は、MITSuMEで銀河を観測し近傍に点源を埋め込んだ
画像と Pan-STARRS天体カタログの画像のペアに対して行い、点源未埋め込み画像に対する 6%程度の誤検知率
と、埋め込んだ点源の S/Nが 5を上回る範囲における 90%近い再現率が得られた。本講演では、この識別器の
MITSuMEの日々の自動観測システムにおける反応についても報告する。


